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身
分
証
明
書
等
の
紛
失
に 

ご
用
心
！ 

―
携
帯
電
話
不
正
契
約
の 

　

恐
れ
あ
り

　

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
の

身
分
証
明
書
を
紛
失
し
た
場
合
、

時
と
し
て
不
正
に
利
用
さ
れ
、
身

に
覚
え
の
な
い
請
求
が
来
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

事　

例

　

最
近
利
用
し
て
い
な
い
銀
行
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

が
入
っ
た
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
紛
失

し
た
。
警
察
に
紛
失
届
を
出
し
た

２
日
後
に
、
４
社　

台
の
携
帯
電

１６

話
が
何
者
か
に
よ
っ
て
契
約
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
携
帯
電
話

会
社
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
３
社

は
契
約
を
解
除
し
て
く
れ
た
。
１

社
の
み
「
健
康
保
険
証
と
銀
行
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
で

本
人
確
認
し
た
の
で
正
常
な
契
約

で
あ
る
。
解
約
料
、
携
帯
電
話
４

台
の
本
体
代
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
、
解
約
で
き
な
い
。
」
と
言
い
、

契
約
解
除
に
応
じ
な
い
。
「
警
察

が
被
害
届
を
受
理
し
た
ら
、
再
調

査
す
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
警
察

に
相
談
に
行
っ
た
ら
、
「
詐
欺
に

あ
っ
た
の
は
携
帯
電
話
会
社
な
の

で
、
あ
な
た
か
ら
の
被
害
届
は
受

け
ら
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
警

察
か
ら
携
帯
電
話
会
社
に
連
絡

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
相
談
室

☎
042―

384―

４
９
９
９

し
、
被
害
届
に
つ
い
て
説
明
し
て

も
ら
っ
た
が
、
対
応
を
変
え
な

い
。
不
正
な
契
約
な
の
で
代
金
を

支
払
わ
ず
に
い
た
ら
、
滞
納
者
と

し
て
個
人
信
用
情
報
機
関
に
登
録

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
携
帯
電
話
が

契
約
さ
れ
た
日
時
は
仕
事
中
で
あ

り
、
私
に
契
約
責
任
は
な
い
。
請

求
を
取
り
下
げ
て
ほ
し
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

▽　

携
帯
電
話
に
関
す
る
相
談
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
は

法
規
制
が
な
く
、
携
帯
電
話
会

社
の
対
応
方
針
に
よ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
会
社
が
解
約
に
応
じ

な
い
場
合
、
契
約
責
任
が
な
い

こ
と
の
確
認
、
信
用
情
報
の
修

正
を
求
め
る
に
は
、
裁
判
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

▽　

不
正
に
契
約
さ
れ
た
携
帯
電

話
で
も
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

に
利
用
さ
れ
た
場
合
、
警
察
か

ら
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
疑
い
を
持

た
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
携

帯
電
話
を
無
断
で
他
人
に
譲
渡

し
た
と
見
な
さ
れ
る
と
、
罰
金

刑
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

▽　

身
分
証
明
書
等
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
等
の
暗
証
番
号
の
管

理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。
紛
失
し
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
警
察
や
発
行
会
社
な
ど

へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
万
一
、

覚
え
の
な
い
請
求
が
あ
っ
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

消
費
生
活
相
談
室
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○１７１

小口事業資金融資
あっせん制度

がんばる
中小商工業者を
応援します

　市では、地元商工業の活性化支援の
ために、商工業者（法人・個人）が必
要とする事業資金を有利な条件で利用
できるよう、市と契約した金融機関へ
融資のあっせんを行っています。
　また、一般資金に比べて低利な経営
安定化緊急資金は、平成２８年３月３１日
まで延長して実施しています。
　なお、融資が決定した場合には、利
息の一部を市が負担し、保証機関への
信用保証料（当該融資相当分）の最大
２分の１を補助します。
　申し込みは、随時受け付けていま
す。詳しくは、お問い合わせくださ
い。
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問合先　経済課産業振興係（☎
０４２−３８７−９８３１）

主たる事業所の所在地
（法人の場合は原則として本店）

申込者の住所
（法人の場合は代表者個人の住所）区　分

市内または隣接市に事業所があり、同一事業を１年以上営んでいること市内に１年以上住所を有している方開業資金以外の資金 市内に事業所があり、同一事業を１年以上営んでいること隣接市に１年以上住所を有している方
市内に事業所があり、開業の準備に着手していること（開業後１年未満を
含む）不問開業資金

※　隣接市とは、武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市、小平市、国分寺市、西東京市の７市です。
〈事業規模および業種〉　常勤の従業員が３０人以下で、東京信用保証協会または東京都農業信用基金協会の保証対象業種であること
〈納　税〉　市税の納税義務者で、納期到来分（申し込み時まで）を完納していること

住所要件など申込資格

借受人
利率

償還期間
（※）併用申込限度額使　途区分

種類 設備運転

０.８％
（変動）

５年以内各限度額および償還期間内で総額８００万円６００万円−○運転資金
７年以内８００万円○−設備資金
７年以内設備資金と併用申し込み可２００万円○−特別設備資金

▷　福祉のまちづくりに準じて、利用者が安全で快適に利用できるための、店舗出入口の段差解消や自動扉の設置等の施設整備に必要
な資金
▷　地球温暖化対策や公害防止対策等の快適環境実現のために、営業用低公害車両の購入や工場設備改善等に必要な資金

５年以内害害害害害害５００万円○○開業資金
▷　市内で開業を予定または市内で開業１年未満の事業者への資金

運転５年以内
設備７年以内害害害害害害８００万円○○商店街等振興資金

▷　市内の法人組織の商店会のイベント開催や共同施設設置等の資金

５年以内運転資金、設備資金、特別設備資金との併用申し込
み可

５００万円○○大型店対策事業資金
５００万円○○産業振興資金

０.５％
（変動）

３年以内運転資金、設備資金、特別設備資金、大型店対策事
業資金、産業振興資金との併用申し込み可３００万円−○経営安定化緊急資金

（平成２８年３月３１日まで受け付け）
▷　最近３か月または１年間の売上高が、前年同期と比較して３％以上減少している方を対象
▷　取引先の相手方企業の破産、更生手続開始申し立てなどにより、その相手方企業に対して売掛金等回収困難な債権を有して
いる方を対象（連鎖倒産防止対策）

※　償還期間には据置期間６か月以内を含みます。

小口事業資金融資あっせんの内容

　

小
・
中
学
校
や
家
庭
で
使
用
し

て
い
る
生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器

か
ら
生
成
さ
れ
た
生
ご
み
乾
燥
物

は
、
市
で
回
収
し
、
堆
肥
化
実
験

施
設
で
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
を

製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
堆
肥
化

実
験
施
設
の
閉
鎖
に
伴
い
、
民
間

堆
肥
製
造
施
設
で
の
製
造
に
変
更

し
ま
す
。
製
造
さ
れ
る
堆
肥
も
新

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
配
布
方
法

を
変
更
し
ま
す
。
な
お
、
各
回
配

布
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時

～
２
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）

と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
裏

（
中
町
３
儿　

儿　

）

１９

１６

配
布
量　

１
回
５
㌔
㌘
（
年
間　
１２

回　

㌔
㌘
ま
で
）

６０
持
ち
物　

堆
肥
を
入
れ
る
容
器
等

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を

処
理
す
る
た
め
の
生
ご
み
減
量
化

処
理
機
器
を
購
入
さ
れ
る
方
や
団

体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。　

　

今
年
度
分
の
補
助
を
受
け
る
に

は
、
事
前
申
請
し
、
承
認
を
受
け

た
う
え
で
対
象
機
器
を
購
入
し
、

本
申
請
ま
で
を
平
成　

年
３
月　

２８

３１

日
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
家
庭
用
機
器
】

対　

象　

市
内
在
住
で
、
新
た
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器

購
入
費
補
助
制
度

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
を
購
入

し
、
使
用
す
る
方

※　

以
前
補
助
を
受
け
た
方
は
、

家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
器
お

よ
び
家
庭
用
手
動
か
く
は
ん
式

生
ご
み
処
理
機
は
購
入
後
５

年
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
は
購

入
後
３
年
を
経
過
し
た
場
合
に

対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
上
限
額　

▽
家
庭
用
電
動
生

ご
み
処
理
機
＝
５
万
円　

▽
家
庭

用
手
動
か
く
は
ん
式
生
ご
み
処
理

機
＝
３
万
円　

▽
生
ご
み
堆
肥
化

容
器
＝
８
千
円

【
大
型
機
器
】

対　

象　

町
会
、
自
治
会
、
集
合

住
宅
管
理
組
合
な
ど
、
地
域
に
お

い
て
お
お
む
ね　

世
帯
以
上
の
家

２０

庭
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
団
体

補
助
上
限
額　
　

万
円

１００

そ
の
他　

設
置
に
あ
た
っ
て
は
電

源
コ
ン
セ
ン
ト
や
上
下
水
道
な
ど

の
設
備
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

補
助
金
額　

購
入
金
額
の
５
分
の

４
（
消
費
税
含
む
。　

円
未
満
の

１００

端
数
は
切
り
捨
て
）
以
内
で
補
助

上
限
額
ま
で
。

※　

販
売
店
な
ど
が
行
っ
て
い
る

ポ
イ
ン
ト
還
元
お
よ
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
を
除
い
た
、

購
入
者
が
実
際
に
負
担
し
た
金

額
が
基
準
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
用
機
器
の
場
合
、
配

送
費
等
は
補
助
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
大
型
機
器
の
場

合
、
本
体
価
格
お
よ
び
設
置
費

用
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
のの

配
布
方
法
の
変

配
布
方
法
の
変
更更

　日ごろより、ごみの減量および資源化の推進にご協力いただきありがとうございます。
　本欄では、燃やすごみの排出量（家庭系）を年１２,０００ｔ（月１,０００ｔ）未満とすること
を目標としています。平成２７年３月の集計結果は、９９３ｔ（昨年は９７６ｔ）となり、平成
２６年度の燃やすごみの排出量（家庭系）の速報値は、１２,２９１ｔ（１人１年当たり約１０５ｋｇ）
と昨年度より９６ｔ（昨年度は１２,１９５ｔ）増加し、年度目標からは２９１ｔ、１人１日当たり
に換算すると約７ｇ（１人１年当たり約３ｋｇ）上回ってしまいました。
　燃やすごみの多くを占めているのは、生ごみとざつがみです。生ごみには大量の水分
が含まれていることから、水切りをすることでさらなる燃やすごみの減量につながりま
す。また、腐敗を遅らせ嫌なにおいの発生を抑えることができます。生ごみを燃やすご
みに出す前に、乾かしてから出す、水切り袋などを使用してもう一絞りするなど、皆さ
んのご協力をお願いします。なお、市では、生ごみ減量化処理機器購入費補助制度を推
進しています。ぜひ補助制度をご活用ください。
　また、メモ用紙や紙切れ、はがき、封筒、たばこやお菓子の箱などは、資源になるざ
つがみです。ざつがみを分別することで、さらなるごみの減量と資源の有効活用を図る
ことができます。平成２６年７月からは、これまで焼却処理をしていた紙コップや紙皿な
ど防水加工された紙や感熱紙などの難再生古紙の拠点回収を実施しています。リサイク
ルを効果的・効率的
に行うため、さらな
る分別の徹底にご協
力をお願いします。

燃やすごみ地区別1人1日当たりの
排出量

月・水・木・土地区 261 287 △26

（単位：g）

地　　区
火・金地区 285 249 36

武蔵小金井 東小金井

3月 前年同月

不燃系ごみ
（市内全域） 102 107 △5

増減量

前年同月増減量

１か月の燃やすごみ
収集量（市内全域）

993t 976t 17t

増減量3月 前年同月

3月

やった
減量成功

去年より
増えちゃった


